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「言は肉となり」

（ヨハネ1:9～14）

挽地茂男
2018.12.23 日本基督教団千歳丘教会

クリスマスおめでとうございま

す。アドベントの第４週目を迎え

ました。蝋燭が４本点っています。

今年のアドベントは、アドベント

の第１週から、ヨハネによる福音

書１章１－１８節の「ロゴス賛歌」

を少しずつ小刻みに学んでまいり

ました。今「ロゴス賛歌」と申し

ましたけれども、ヨハネ福音書の

１章１－１８節には「言」という

単語がたくさん出てまいります。ギ

リシア語で「言」のことを「ロゴス」

と言いますので、この箇所を通称

して「ロゴス賛歌」と呼んでいる

わけです。「ロゴス賛歌」は、最

近の研究では、当時、実際に讃美

歌として歌われていたと考えられて

おります。

これは第１週にも申し上げまし

たが、カトリックのフランシスコ

会が出しておりますフランシスコ

会訳聖書ではこの箇所を、

①１章１－５節を「賛歌１番」、

③１章９－１４節を「賛歌２番」、

⑤１章１６－１８節を「賛歌３

番」と呼び、それ

ぞれに小見出しを

つけて、讃美歌と

して翻訳しており

ます。そして「賛

歌１番」と「賛歌

２番」の間の②６

－８節に「洗礼者ヨハネの証し

(1)」がはいり、「賛歌２番」と

「賛歌３番」の間の④１５節に

「洗礼者ヨハネの証し(2)」が入

っております。全体として「賛歌

１番」「洗礼者ヨハネの証し(1)」

「賛歌２番」｢洗礼者ヨハネの証

し(2)｣｢賛歌３番」という､讃歌と

ヨハネの証しを組み合わせた（ダ

ブル・サンドイッチ状の／ダブル

・チーズバーガーのような）構成

になっています。

先週は「洗礼者ヨハネの証し

(1)」(6-8節)を読みました。本日

はその次の｢賛歌２番｣(9-14節)と

いうことになります。では９節。「そ

の光は、まことの光で、世に来て
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すべての人を照らすのである。」こ

の光は４－ ５節の

「暗闇の中に輝く

光」であり、今や、

その光が「世に来」

ようとしていまし

た｡１０節では主

語が光から、再び、

言に代わり、言の

来歴が縮約されます。１０－１１

節。「言は世にあった。世は言によ

って成ったが、世は言を認めなか

った。言は、自分の民のところへ

来たが、民は受け入れなかった。」

世が言によってなり、言は世にあ

ったこと、世は言を認めず、ご自

分の民さえ言を受け入れなかった

と語ります。ここにはすでに、主

イエスの受肉と含意されていま

す。拒絶する人々対照的に受容す

る人たちがいます。１２－１３節。

「しかし、言は、自分を受け入れ

た人、その名を信じる人々には神

の子となる資格を与えた。この人

々は、血によってではなく、肉の

欲によってではなく、人の欲によっ

てでもなく、神によって生まれたの

である。」「言」は人の認識に訴え

ます。「光」はより直接的な認識

に訴えかけ、反応を要求します。

「光」と「言」は、ともに人の側

の認識(認知)を要求します。要求

に対する反応は、拒絶か受容か、

ということになります。言に対す

る拒絶と受容の二分法は、暗闇と

光の二分法と呼応しています。受

容する人たちが「神の子となる資

格」を与えられる条件から血縁が

排除され、その条件はおよそ人間

的なものとは隔絶したものになり

ます。つまり人間的意欲や努力の

結果として「神の子」になるので

はなく、「信じる」ことを通して、

新たに神によって生み出されるの

です。

しかしこの｢賛歌２番｣のクライ

マックスは、なんと言っても１４

節です。「言は肉となって、わたし

たちの間に宿られた。わたしたち

はその栄光を見た。それは父の独

り子としての栄光であって、恵みと

真理とに満ちていた。」「言が肉と

なる」、つまり神が人となる。こ

のことによって何が起っているの

か、いろんな

ことが言われ

るでしょう。

しかしまず言

っておかなけ

ればならない

人 人 人

神
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ことは、神が人となることによっ

て、「神への愛」と「隣人への愛」

が結びあわされたということで

す。神への愛が、人間の身体にき

わめて近いところで働く愛となっ

たということです。「善きサマリ

ヤ人の譬え」で言われる、神への

愛と人への愛が、現実の形をとっ

たということです。

今回「ロゴス賛歌」を学ぶに際

して、マザー・テレサのことを多

めに取上げました。マザー・テレ

サはみなさんご存じのように、カ

ルカッタ(コルカタ)の路上で誰に

も看取られず、まるで捨てられる

ぼろ雑巾のように死んでいく人々

の最期を看取る仕事を使命とする

「死を待つ人の家」という施設を

立てた創設者として有名でありま

すが、彼女はこういっています。

「もっともみじめなことは《自分

がハンセン病である》ということ

でも、《HIV 感染者である》とい

うことでも、《自分がガンである》

ということで

もなく、《その

病気のゆえに

だれからも愛

されない》こ

とである」。わ

たしたちのよく知っている有名な

「善きサマリア人」の譬話にも、

半死半生で路上に見捨てられた一

人の怪我人が登場致します。主イ

エスの譬えは、この怪我人に対す

る人々の様々な反応を描き、神を

愛する者が、現実には、人をどの

ように愛する

者となるのか

を説きます。

サマリア人の

思 い と 行 動

に、主イエス

の思いが表現

されます。主

イエスの思いに、人間を見る神の

思いが重なります。この譬話に込

められた「思い」をたどることに

よって「神が人となられた」その

思いに迫りたいのです。本日の聖

書の箇所はヨハネによる福音書で

はありますが、クリスマスのこの

時にこそ「善きサマリア人」の物

語によってクリスマスの意義を理

解し、同時に「善きサマリア人」

の物語をより深く理解できると考

えています。そこでルカ１０章の

「善きサマリア人」の物語を少し

丁寧に見る必要があります。

さてルカによる福音書の物語の

ゴッホ「善きサマリア人」1890
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多くは特徴的な形式を持っていま

す。つまりイエス・キリストの物

語を語りながら、その物語の中に

小さな譬話が組み込まれているの

です。大きな物語の中に組み込ま

れた譬話は、物語と相互に説明し

合う関係にあります。より小さい

譬話が、イエス・キリストの物語

を 説 明 し 、

イ エ ス の 物

語 も 譬 話 の

意 味 を 説 明

し て い る こ

と が 分 か り

ます。つまり蛍光灯でいえば、グ

ロー球〔今はほとんど見ることが

できませんが〕と蛍光灯の関係に

当たります。グロー球が点きます

と全体に光が入るような関係にな

っております。ですから譬話が分

かりますと、イエス・キリストの

物語が「あっ、そうか」と理解で

きますし、その逆にイエス・キリ

ストの物語が分かりますと、譬話

の意味に「ぴかぴかぴかっ」と灯

りが点るような構造になっており

ます。

今日の物語はイエス・キリスト

と律法の専門家の問答の物語の中

に譬話を組み込む形になっており

イエスの物語

譬 話

ます。まず譬えと物語を分けて、

見ていきます。

まず物語で交わされる問答は概

ね次のように進行しています。律

法の専門家が主イエスを試みよう

としてやって来て言います。「先

生、何をしたら永遠の命が受け継

ぐことができるでしょうか。」主

イエスはそれに答えて、「律法に

は何と書いてあるか。あなたはそ

れをどう読んでいるか」と問い返

します。すると律法の専門家は

「『心をつくし、精神をつくし、

力をつくし、思いをつくして、あ

なたの神である主を愛しなさい』。

また『また隣人を自分ように愛し

なさい』とあります」と答えます。

その答えを聞いて主イエスは、「正

しい答えだ。それを実行しなさい。

そうすれば、命が得られる」と返

答しています。この箇所と並行す

るマタイの福音書では、律法の専

門家ではなく、主イエスの口がこ

の掟を語ります。「 37『心をつくし、

精神をつくし、思いをつくして、

主なるあなたの神を愛せよ』。 38こ

れが最も重要な第一の掟である。
3 9第二〔の掟〕もこれと同じく重

要である。『隣人を自分のように

愛せよ。』 40律法全体と預言者は、
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この二つの掟に基づいている」（マ

タイ22：34～40）。「律法と預言者」

という言い方は、主イエスの当時

に使われていた旧約聖書を指す比

喩的表現ですから、全身全霊を持

って神を愛することと、自分と同

じように隣人を愛すること。つま

り《神への愛》と《隣人への愛》

を命じるこの二つの掟は、律法と

預言者すなわち旧約聖書の全体を

支える二本の柱だとされているの

です。しかも福音書は、主イエス

とファリサイ人・律法学者をライ

バル関係、あるいは対立的な関係

に置きますから、この掟は敵であ

っても見方であっても、彼がユダ

ヤ人ならば誰であれ大切なもの、

大切にしなければならないもの、

とされているのです。最も重要な

掟とか、最大の

掟と呼ばれるの

はこのためです。

このことから次

のように拡大し

て言うことがで

きると思います。つまり第一に、

この二つの掟は分けることができ

ない、不可分であるということ。

つまり（心をつくし、精神をつく

し、力をつくし、思いをつくして、

神を愛する）《神への愛》と（隣

人を自分ように愛する）《隣人へ

の愛》は不可分であるということ。

これらの二

つの愛は別

々のものと

して分けら

れないとい

うこと。二

本のうち一

本の柱がなくなれば、全体が崩れ

るということです。さらに第二に、

前者は後者の土台をなすというこ

と。つまり《神への愛》は《隣人

への愛》の土台をなすということ。

（心をつくし、精神をつくし、力

をつくし、思いをつくして、神を

愛する）《神への愛》は（隣人を

自分ように愛する）《隣人への愛》

の土台であるということ。そして

第三に、後者は前者の具体的展開

であるということ。つまり《隣人

への愛》は《神への愛》の具体的

展開であるということです。（隣

人を自分ように愛する）《隣人へ

の愛》は（心をつくし、精神をつ

くし、力をつくし、思いをつくし

て、神を愛する）《神への愛》の

具体的展開だということです。

神を愛することと隣人を愛する
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ことは別のことではありません。

両者は根源的に同じ源に属するも

のなのです。ヨハネの手紙一は、

神を愛すると言いながら、目に見

える隣人を愛さないものは偽り者

であると語ります。お読みします。

4:16 わたしたちは、わたしたち

に対する神の愛を知り、また信じ

ています。神は愛です。愛にとど

まる人は、神の内にとどまり、神

もその人の内にとどまってくださ

います。〔中略〕

4:19 わたしたちが愛するのは、

神がまずわたしたちを愛してくだ

さったからです。

4:20 「神を愛している」と言い

ながら兄弟を憎む者がいれば、そ

れは偽り者です。目に見える兄弟

を愛さない者は、目に見えない神

を愛することができません。

4:21 神を愛する人は、兄弟をも

愛すべきです。これが、神から受

けた掟です。（Ⅰヨハ4:16,19-21）

今お読みしました箇所の「兄弟」

という言葉は、「隣人」と読み替

えても差し支えない言葉です。い

かに崇高な言葉が語られようと、

如何に高邁な神学が開陳されよう

と、愛さない者の口からでる、神

を語る言葉は空虚であります。神

を恐れ敬う「敬虔さ」つまり「神

への愛」と「隣人への愛」は一体

のものなのです。これは新約聖書

の愛の構造を示しています。つま

り神との縦の関係が人と人との横

の関係を規定する。縦関係と横関

係は不可分に連動するのです。イ

エス・キリス

トの生涯は、

「神への愛」

と「隣人への

愛」が現実の

ものとして結

びあわされたものとして生きられ

ました。もう少しサマリア人の物

語を見ておきます。

さて、律法の専門家はイエス・

キリストに正しい答えをしまし

た 。 そ し て 主

イエスは、「正

し い 答 え だ 。

そ れ を 実 行 し

な さ い 。 そ う

す れ ば 命 が 得

られる。」と答えます。しかし、

律法の専門家の実に正しい答え

は、イエスの言葉に対する次の彼

の反応で、化けの皮が剥がれてし

まいます。「しかし彼は自分を正

当化しようとして、『では、私の

人 人 人

神
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隣人とはだれですか』と言った」

と書かれています（29節）。この

律法の専門家の模範解答は、解答

のための解答であって、行動のた

めの結論ではありませんでした。

行うべき事が示されたときに、ま

だ議論をしようとするのは、最初

から実行する気持ちではなく、２

５節にあるように、彼が「イエス

を試そうとして」質問を投げかけ

たからです。ですから彼は議論の

延長を試み、議論の中に逃げよう

としているのです。律法の専門家

である彼の本質がこの反応に露わ

になっています。つまり彼は議論

の中に巣造りをして、議論の中に

自分の王座を占めると、もうそこ

からは出てこようとしない人の典

型なのです。主イエスの譬えはこ

の律法の専門家の根本的な欠落を

抉り出すことになります。

譬えを見る前に、隣人や人との

出会いや関係について少し考えて

おきましょう。マルチン・ブーバ

ーという思想家は『我と汝』とい

う本の中で、人は〈なんじ〉（あ

なたと呼べる存在）を持てば持つ

ほど豊かになる、と申します。そ

れはものをもつ豊かさとは、質的

に異なります。そして〈なんじ〉

（あなた）とは人だけに限らず、

自然や動物その他芸術品や様々な

ものをも含めて、その人の慈しむ

すべてのものが〈なんじ〉となり

ます。そしてついにブーバーは最

後に〈永遠の汝〉つまり神をも含

めて人は〈なんじ〉を持てば持つ

ほど豊かになる

と語り、その意

味で「すべての

真の生とは出合

いである」と言

い切るのです。

多くの人々がマ

ザー・テレサの働きを「善きサマ

リヤ人」に見る隣人愛の模範とし

て語ります。しかしテレサにとっ

ては、それは単なる善行で終わる

ものではなく、彼女は、「死にゆ

く人々」をとおして、実は神と触

れあう時、神と出会う時だと語り

ます。「私の勇気を褒めてくださ

る人々に申しあげたいのは、私が、

ハンセン病者の体に触れ、言いよ

うのない悪臭を放つ膿の流れる体

に触れるたびに、聖体〔聖餐式の

パン/ホスティア〕でいただくキ

リストと同じキリストの体に触れ

ているのだと確信なしには、その

勇気はあり得ないということで
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す。」聖書の言う愛とは、行動規

範としての善行や倫理上の正しさ

や、まして論理的整合性ではとど

まらないのです。

「隣人とはだれか」という律法

の専門家が提出した問題は、当時、

複雑な議論を含む問題であったこ

とは確かです。（この点に関して

詳細は略しますが）当時のユダヤ

教においては、民族主義の高まり

とともに隣人から他民族を排除す

る風潮が一般化しておりました。

隣人とは同胞のユダヤ人以外には

なく、異邦人は真の神を持たない、

汚れた民と考えられていたので

す。律法の専門家の議論も、主イ

エスの譬えもこの時代史的な流れ

を背景にしております。

さて「たとえ」を見てみましょ

う。前半で確認した一つの公理、

「『神への愛』と『隣人への愛』

は一体のものであり、神との縦の

関係が人と人との横の関係を規定

するあるいは連動する」という公

理を頭に置いて、

譬えを見てみま

しょう。エルサ

レムからエリコ

ヘ下って行く道

の途中で、強盗

に襲われ、半殺

しにされ、道端

に放擲された人

がまず登場しま

す。エルサレム

からエリコに下る道は、直線で２

７キロを１０００メートル下る急

勾配で、箱根の坂や日光のいろは

坂のようにぐねぐねとつづら折り

になっておりました。ですから非

常に見通しの悪い箇所があって、

いわゆるブラインドになるような

場所があって、そのような場所に

よく盗賊が出た、注解書などには

説明されています。そのような旅

の途中で盗賊に襲われて、半死半

生で投げ出された人がいた。そこ

に三人の人々が来合わせます。第

一番目に祭司、

第二番目にレビ

人、第三番目に

サマリヤ人が登

場します。第一

の祭司は、神殿に仕える宗教家で

あって、立場上宗教国家イスラエ

ルの精神的支柱を担う者です。第

二のレビ人は、その系列から祭司

が選抜される宗教家の家系に属す

るものです。この最初の二者は、

半死半生の男を見ると、向こう側
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を通って行って

しまいます。主

イエスが登場さ

せた第三のサマ

リヤ人とは、紀

元前７２２年の

アッシリア帝国

による北イスラ

エル征服にとも

なって、歴史の

悲劇の一部とし

て生まれた半異邦人の混血の人々

でありました。アッシリア帝国は

北イスラエル王国（当時は南ユダ

王国と分かれておりましたのでそ

の北イスラエル王国）を占領しま

すと、国民の多くを捕虜や奴隷と

してアッシリアに連行し、アッシ

リア人が中心とした異国の人々が

入植してまいります。こうしてこ

のような雑婚の結果生まれたのが

サマリア人だったのです。純血主

義に固執する〔と言われますが、

実際には政治的・宗教的なもっと

複雑な事情が絡みついています

が、とにかく〕ユダヤ人はこのサ

マリヤ人と付き合いをしなかった

とヨハネ福音書は記していますし

（4：9）、旧約聖書の外典ではサ

マリア人の都シケムは「馬鹿者の

町」と呼ばれておりますし（シラ

50:25-26、遺レビ7:2）、「サマリ

ア人」という言葉は「悪霊つき」

と同等の軽蔑的な言葉として使わ

れております（ヨハ8:48）。この

サマリヤ人が半死半生の怪我人を

救済いたします。「この三人のう

ち、だれが強盗に襲われた人の隣

人になったと思うか。」この主イ

エスの問いに対する答えは誰の目

にも明らかです。しかしサマリア

人に対して差別的な感情を持つこ

の律法の専門家の口からは、「サ

マリア人」という答えは口が裂け

ても出てきません。「その人を助

けた人です」と律法の専門家は答

えます。この譬えはユダヤ人の宗

教指導者の宗教性に対する一種の

批判になっていることは明らかで

す。おそらく祭司は、民衆の誰よ

りも多く「神よ」という言葉を自

分の口から発したことでしょう。

またレビ人の口からも「神よ」と

いう言葉が頻繁に出たでしょう。

しかし半死半生の同胞を目の前に

しても、彼らの手や行動によって

その「敬神の念」つまり「神への

愛」は具体的に「隣人愛」として

表現されることはなかったので

す。この主イエスの最後の問いか
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けは、律法の専門家を、民族的な

枠を打破した、隣人愛の普遍性に

直面させます。「行って、あなた

も同じようにしなさい。」

ですから重

要なことは、

「隣人になる」

というイエス

・キリストの

言葉にあらわ

れます。それ

は律法の専門

家の「隣人で

ある」という

表現と比較す

ると明らかで

す。「隣人」と

は律法の専門

家にとっては

区別の概念なのです。「イスラエ

ル人は隣人」、「サマリア人は隣人

ではない」、「この人は隣人」、「あ

の人は隣人ではない」という区別

の概念なのです。レッテルなので

す。しかしイエス・キリストは「隣

人になる」といいます。主イエス

にとって「隣人」とは「この人は

隣人」、「あの人は隣人ではない」

というような区別の概念ではな

く、行動のための概念、行動概念

なのです。つまりここでは、隣人

とは、《隣人になる》ことによっ

てしか生まれてこないことをイエ

スの表現は示唆しているのです。

隣人とは「誰か？」と問うもので

はなくて、また隣人とは住んでい

る距離の近さを言うのでもなく、

隣人とは《隣人になる》ことによ

って初めて生まれてくるのです。

律法の専門家の発想が名詞的だと

すれば、イエスの発想はきわめて

動詞的なのです。今日の聖書箇所

のヨハネ１章１１節にはこう書か

れています。「1:11 言は、自分の

民のところへ来たが、民は受け入

れなかった。」拒絶に遭遇しなが

らも、しかし主イエスは〈隣人に

なる〉ことによって、隣人を生み

出していったのです。そして隣人

が隣人を呼び、やがて教会の母体

を創っていったのです。そのこと

を後代に総括した表現がヨハネ１

章１２－１３節です。「1:12 しか

し、言は、自分を受け入れた人、

その名を信じる人々には神の子と

なる資格を与えた。1:13 この人々

は、血によってではなく、肉の欲

によってではなく、人の欲によって

でもなく、神によって生まれたので

ある。」

レンブラント「善きサマリア人」1630
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マーチン・ルーサー・キング牧

師の書かれた『汝の敵を愛せよ』

という有名

な説教集の

中で、キン

グ牧師は、

「善きサマ

リア人の譬え」について語ってい

ます。その中でキング牧師は、次

のようにサマリア人の行動を説明

しています。このサマリア人は祭

司やレビ人とは違って「自分がこ

の人を助けるために立ち止まった

ら、自分に何が起こるだろう」と

考えずに、「もし自分がこの人を

助けるために立ち止まらなけれ

ば、この人にどういう事が起きる

だろう」と考えた、と説明してい

ます。つまり私たちの行動におい

て重要な点は、「このことをした

ら自分に何が起こるだろうか」と

いう発想ではなく、「もしこのこ

とをしなければその人に何が起こ

るだろうか」と

いう発想だとい

うのです。また

それをさらに実

例を挙げて、シ

ュヴァイツァーは「自分がアフリ

カの民衆と共に働けば、大学教授

としての自分の信望や安全に何が

起こるだろうか、またバッハのオ

ルガン曲演奏者としての自分の地

位に何が起こるだろう」とは考え

ずに、「もし自分が彼らの所へ行

かなければ、不正義の力によって

傷つけられた民衆はどうなるだろ

うか」と考えたと言います。そし

てリンカーンは「私が奴隷解放宣

言を発して、私有奴隷制に終止符

を打てば、自分

に何が起こるだ

ろうか」とは考

えずに、「もし自

分がそれをしな

ければ、国家と

おびただしい数の黒人たちに何が

起こるだろう」と考えた、と説明

します。つまり私たちの行動にお

いて重要な点は、「このことをし

たら自分に何が起こるだろうか」

という(対自的)発想ではなく､｢も

しこのことをしなければその人に

何が起こるだろうか｣という(対他

的)発想だというのです｡相手の必

要から発想されたとき､差別が超

えられていくのです｡エリコに向

かう途上で強盗に襲われ､瀕死に

なったこの人は人種や宗教によっ

て識別されてはならない､彼の身
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に起こったことのみによって識別

されなければならないのです｡旅

をしていたあのサマリア人は、強

盗に襲われた人の「そばに来ると、

その人を見て憐れに思い」(10:33

Samarivth" dev ti" oJdeuvwn h\lqen kat! aujto;n kai;

ijdw;n ejsplagcnivsqh ルカ10:33)、介抱

し始めるのです。そこに困難にあ

えぐ人々がいる､そこから発想さ

れなければならないのです。

主イエスは何故この世界に生ま

れたのでしょうか。主イエスは何

故この世界に駆け寄ったのでしょ

うか。神は何故､人と成られたの

でしょうか。人への思いが、神を

動かしたのです。第１週に読みま

したケセン語訳のヨハネ福音書を

もう一度思い出しましょう。１章

１－５節。気仙語でお読みします。

1 初(はす)めに在ったのァ

神様の思いだった。

思いか゜神様の胸に在った。

その思いごそァ神様そのもの。

2 初(はす)めの初めに神様の

胸の内(うぢ)に在ったもの。

（ は気仙語独特の発音であることを示す）

3 神様の

思いが凝って
こ ご

あらゆる物ァ生まれ。

それ無すに

生まれだ物ァ一ぢもねァ。
ひ と

4 神様の思いにァ

あらゆるものォ生がす力(ちから)ァ

有って、

それァ又、
ま だ

生ぎる喜びィ人の世に

輝かす光だった。

5 光ァ人の世の

闇ィ照らすてだったのに、

闇に住(す)む人ァその事に
ご と

気ァ付(ち)かねァでだったんだ。

1:14 言(神様の思い)は肉となっ

て、わたしたちの間に宿られた。

わたしたちはその栄光を見た。そ

れは父の独り子としての栄光であ

って、恵みと真理とに満ちていた。

神が人となる、それは人に対する

神の思いの表れなのです。神の思

いが体をとって、具体的になった

のです。神の愛が、人間の身体に

きわめて近いところで働く愛とな

ったのです。サマリア人がけが人

を「憐れに思う」という言葉は、

「主イエスが…憐む」という時と

同じ〈スプランクニゾマイ〉とい

う言葉が使われています。これは、

原意を生かして訳すと「主イエス

――またサマリア人――は「腸（は
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らわた）がちぎれる思いに駆られ

て」という意味なのです。この憐

れむという言葉（ splagcnivzomai

スプランクニゾマイ）は、元来「内

臓」、すなわち腸や肝臓・腎臓な

どを指す名詞（スプランコン）に

由来しています。古代では内臓は

人間の感情の座であると見なされ

ていたため、この言葉は「憐れみ、

愛」などの意に転化し、それが動

詞化したのです。ですからこの動

詞は、日本語で使われる「断腸の

思い」という表現がもつのと近い

意味やニュアンスを持っているの

です。神が人となることによって、

その愛は人に対して（具体的な体

をもった）〈はらわた〉からわき

起こる愛として人の世界に現れた

のです。

主イエスは、十字架に至るまで、

徹底的にこの愛に生きることによ

って、主イエスの〈スプランコン〉

は、つまり〈はらわたのうめき〉

は集団共通の行動原理としての倫

理（ethics）の基礎を形成する民

族（ethnos）の境界線を越えたの

です。主イエスのご降誕を憶えつ

つ、今日も、新しい１週間に向か

って、主と共に歩み出しましょう。

2018.12.23 日本基督教団千歳丘教会
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1:1 初めに言があった。言は神と

共にあった。言は神であった。

1:2 この言は、初めに神と共にあ

った。

1:3 万物は言によって成った。成っ

たもので、言によらずに成ったもの

は何一つなかった。

1:4 言の内に命があった。命は人

間を照らす光であった。

1:5 光は暗闇の中で輝いている。

暗闇は光を理解しなかった。

1:6 神から遣わされた一人の人が

いた。その名はヨハネである。

1:7 彼は証しをするために来た。

光について証しをするため、また、

すべての人が彼によって信じるよう

になるためである。

1:8 彼は光ではなく、光について

証しをするために来た。

1:9 その光は、まことの光で、世

に来てすべての人を照らすのであ

る。

1:10 言は世にあった。世は言によ

って成ったが、世は言を認めなか

った。

1:11 言は、自分の民のところへ来

たが、民は受け入れなかった。

1:12 しかし、言は、自分を受け入

れた人、その名を信じる人々には

神の子となる資格を与えた。

1:13 この人々は、血によってでは

なく、肉の欲によってではなく、人

の欲によってでもなく、神によって

生まれたのである。

1:14 言は肉となって、わたしたち

の間に宿られた。わたしたちはそ

の栄光を見た。それは父の独り子

としての栄光であって、恵みと真

理とに満ちていた。

1:15 ヨハネは、この方について証

しをし、声を張り上げて言った。

「『わたしの後から来られる方は、

わたしより優れている。わたしより

も先におられたからである』とわ

たしが言ったのは、この方のこと

である。」

1:16 わたしたちは皆、この方の満

ちあふれる豊かさの中から、恵み

の上に、更に恵みを受けた。

1:17 律法はモーセを通して与えら

れたが、恵みと真理はイエス・キ

リストを通して現れたからである。

1:18 いまだかつて、神を見た者は

いない。父のふところにいる独り子

である神、この方が神を示された

のである。
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1:1 !En ajrch'/ h\n oJ lovgo", kai; oJ lovgo"

h\n pro;" to;n qeovn, kai; qeo;" h\n oJ

lovgo".

1:2 ou|to" h\n ejn ajrch'/ pro;" to;n qeovn.

1:3 pavnta di! aujtou' ejgevneto, kai;

cwri;" aujtou' ejgevneto oujde; e{n. o}

gevgonen

1:4 ejn aujtw'/ zwh; h\n, kai; hJ zwh; h\n to;

fw'" tw'n ajnqrwvpwn:

1:5 kai; to; fw'" ejn th'/ skotiva/ faivnei,

kai; hJ skotiva aujto; ouj katevlaben.

1 : 6 ! E g e v n e t o a [ n q r w p o "

ajpestalmevno" para; qeou', o[noma

aujtw'/ !Iwavnnh":

1:7 ou|to" h\lqen eij" marturivan, i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov", i{na

pavnte" pisteuvswsin di! aujtou'.

1:8 oujk h\n ejkei'no" to; fw'", ajll! i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov".

1:9 !'Hn to; fw'" to; ajlhqinovn, o}

fwtivzei pavnta a[nqrwpon, ejrcovmenon

eij" to;n kovsmon.

1:10 ejn tw'/ kovsmw/ h\n, kai; oJ kovsmo"

di! aujtou' ejgevneto, kai; oJ kovsmo"

aujto;n oujk e[gnw.

1:11 eij" ta; i[dia h\lqen, kai; oiJ i[dioi

aujto;n ouj parevlabon.

1:12 o{soi de; e[labon aujtovn, e[dwken

aujtoi'" ejxousivan tevkna qeou' genevsqai,

toi'" pisteuvousin eij" to; o[noma aujtou',

1:13 oi} oujk ejx aiJmavtwn oujde; ejk

qelhvmato" sarko;" oujde; ejk qelhvmato"

ajndro;" ajll! ejk qeou' ejgennhvqhsan.

1:14 Kai; oJ lovgo" sa;rx ejgevneto kai;

ejskhvnwsen ejn hJmi'n, kai; ejqeasavmeqa

th ; n do v xan au jtou ' , do v xan w J"

monogenou'" para; patrov", plhvrh"

cavrito" kai; ajlhqeiva".

1:15 !Iwavnnh" marturei' peri; aujtou'

kai; kevkragen levgwn, Ou|to" h\n o}n

ei\pon, @O ojpivsw mou ejrcovmeno"

e[mprosqevn mou gevgonen,

o{ti prw'tov" mou h\n.

1:16 o{ti ejk tou' plhrwvmato" aujtou'

hJmei'" pavnte" ejlavbomen kai; cavrin

ajnti; cavrito":

1:17 o{ti oJ novmo" dia; Mwu>sevw" ejdovqh,

hJ cavri" kai; hJ ajlhvqeia dia; !Ihsou'

Cristou' ejgevneto.

1:18 qeo;n oujdei;" eJwvraken pwvpote:

monogenh;" qeo;" oJ w]n eij" to;n kovlpon

tou' patro;" ejkei'no" ejxhghvsato.


